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Ⅰ.緒 口

農業投資には多義にわたる内容が含まれている.本

稿の意図するところは,農業固定資本つまり多生産期

間にわたって農業生産に投入される耐久的生産手段に

対する投資の分析で ある. この農業固定資本投資に

は,農業機械や農用建物あるいは農業施設の購入や改

造,土地利用産業として農地改良のための設備に対す

る投資が主な要素として含まれる.それと農業の持つ

有機的な生産に伴う特有の固定資本として,果樹など

の永年性植物の新櫨と成長,牛や豚などの家畜の増頑

と増価をも固定資本投資として含む.

日本農業において農業固定資本に対する投資は,昭

和 30年代以降とりわけ基本法農政の開始以来著しい

増加を示してきた.農業固定資本投資が著しく増加し

た要因として,経済の高度成長に伴う農産物需要の増

大があげられよう.それに農業労働力の非農業部門へ

の急激な流出も投資を促進した大きな誘因である.ま

た工業生産カの発達によって農業機械や農業諸資材の

技術革新と価格安定もその背景に働いていたことも要

因としてあげることができよう.

農業固定資本に対する投資の内容は,農業構造の変

化に伴って変化する.日本農業においては,農地に対

する投資は伝統的に大きな比重を占めており,その重

要性は変わらないものである.しかしながら,農産物

の需要構造の変化を反映して畜産 ･果樹 ･施設野菜な

どへの投資増加とそれに伴う農用建物や施設などへの

投資増加,それに農業機械の開発や農村のモータリゼ

ーションの進展など農業構造の変化に対応して農業固

定資本投資の構成も著しく変化してきた.

農業資本の成長, とりわけ農業固定資本への投資

は,農業生産の発展 ･合理化の要であろう.農業の外

部 ･内部の経済条件の変化に対応して農家の生産活動

が経済合理的に運営されてゆくためには,その変化に

対応した農家の適切な資源配分が必要とされる.

日本農業においては,農業構造の変化に対応して農

家は機械化 ･施設化への投資を増加し,それによって

農家の労働生産性は著しく高まった.農家の資本装備

の拡充は,生産力の発展や経営の合理化にも大きく貢

献し,農業所得水準の上昇に農家の固定資本装備がき

わめて大きな貢献を果たしたといえよう.

しかしながら,投資を主体別に分けてみると政府

(地方自治体を含む)がきわめて大きな位置を占めて

いることがわかる.特に農業の生産基盤である農地に

対する改良投資にその傾向が強い.農家は政府の土地

投資を基盤にして,農業機械や農用建物または作物 ･

畜産などへの投資決定を行なっている.それに制度金

融や補助金が農業投資に占める割合が大きいことを考

えると,現代においてもまさに政府は 農̀業を動かす

もの"であるといえよう.

本稿では,日本農業の農業固定資本投資の計量モデ

ルを作成し,そのモデルを利用して固定資本投資の計

量分析を試みる.この分折の主要な目的は,農業固定

資本投資のよりよい予測を行なうことである.農家の

農業固定資本に対する投資行動でも,専業経営か兼業

かにより,発展的な農家か停滞 ･衰退している農家か

により,または農家の主な作目が何であるかにより大

きな相違があろう.しかし本稿の目的は,個別の農家
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の投資行動についての分析をすることではない.むし

ろ農業全体を対象としマクロ的な集計値を用いて,坐

休としての農家の農業固定資本に対する投資行動を分

析 したものである.

本稿の内容は以下のとおりである.

第 2章は,農業固定資本投資関数についての理論的

展開を行なったものである.本稿で計測した計量モデ

ルについての概念説明はこの章で行なわれている.吹

いで,本稿に関連のある現在までになされてきた諸研

究の計測結果について展望を行なった.

第 3章以下は,日本農業の固定資本投資に関するモ

デル分析である.

第 3章では,投資構造について連立方程式モデルを

設定し,構造方程式の推計を行なった,

第 4章では,構造方程式から誘導型を導出し,誘導

型を使って構造方程式 モデルの現実追跡能力の検証

と,動学乗数の計測によるモデルの安定性の検証を行

なっている.そして本稿の最終的な目的として,昭和

55-56年度の農業固定資本の投資予測を行なってい

る.

本稿のとりまとめには,九州大学農学部川口雅正助

教授,同甲斐諭助手の御教示を得た.記して感謝の意

を表したい.計算には,九州大学大型計算機センター

の FACOM M-200,KEMPF/Xを使用した.

Ⅱ.農業投資関数の計測について

1. 農業固定資本投資関数の性質

固定資本は-生産期間においてだけではなく,将来

の多期間にわたっても生産活動に投入される耐久的生

産手段で あるから, このような資本財への投資決定

は,将来に対する予想 ･期待に大きく依存することに

なろう.

農家が自己の経営戦略を立てる場合,それは長期と

短期の経営計画に分けて行なわれる.経営戦略を農家

が自己の資金 (借入金を含めて)を経営計画に基づい

て長期目標と短期目標に配分する過程と考えれば,負

業固定資本投資は長期の経営目榛を達成する手段とな

り,投資を行なうことは長期にわたって資金を固定資

本財に体化させておかねばならないことになる.自己

の経営を長期にわたって発展 ･維持してゆくために

は,適切な経営計画によって経営内の資源配分をはか

ってゆかねばならない.

農業においても生産の合理化がいかに重要であるか

は明白であり,そしてそのような合理化の基礎条件は

土産圭造

客観的にみて固定資本の蓄積である.固定資本財への

投資は,投資された資本財が迂回生産の手段になると

いう点に注意すればわかるように,-生産期間内に費

消される流動資本への投資とはその本質を大きく異に

する.

農家の期待形成 (将来予測)を計量モデル化するこ

とは,きわめて困難な問題を含んでいる.農家の投資

決定に影響を及ぼす期待収益 (将来収益)や期待価格

(将来価格)に関する予想をどのようにして計量的に

把振するかが 問題となるからである. このような問

題が ある場合, 計量経済学では ｢分布ラグモデル｣

(distributedlagmodel)を用いることがある (浜田

釈,1975).簡単化のために,変数 J(投資)と y(所

得)の関係に線形関数を仮定 して,

II- α+βoYL+β1YL-1+P2Y卜2+ -.A

+βkYE_k (2.1)

とあらわされるときに ｢分布 ラグモデル｣ と呼ばれ

る.このような分布ラグモデルを農業固定資本投資関

数の計測に応用する理論的根拠として,農家の投資の

ための意志決定が ｢期待｣とか ｢予想｣とかいう要素

に依存するという事実に求められる.つまり,今期の

投資は,今期の所得とか価格だけではなく,過去何期

聞かの所得とか価格の系列に依存すると考える.しか

しながら,所得や価格がいかなる時問的遅れをもって

投資決定に影響を及ぼしてくるかについては,必ずし

も明確な情報が得られているわけではない.

投資決定に影響を及ぼす経済的要因,つまり投資関

数の推計の際に説明変数となる経済変数として,理論

的には所得水準または所得の変化率をあげることがで

きよう. 資本主義的な企業の投資活動については,

KleinandGoldberger(1955)は,今期および前期

の利潤,今期の利子率と資本ス トックを説明変数とし

て,線形方程式で投資関数を計測 している.Tinbeト

gen(1939)の先駆的な研究にまつまでもなく,一般

に企業の投資決定を説明する場合に利潤が重要な役割

を果たしているといえよう.

しかしながら,農家経済の場合は企業のように利潤

を厳密に算定することは,自家労働賃金の算定や生産

費のうちでも自給部分があるなどのため困難な問題が

多い.したがって,農業固定資本に対する投資関数を

計測する擦,企業の投資関数の計測のときのように利

潤を用いては計測できないことが多く,利潤の代わり

に農業所得や農家所得などを用いて計測している例が

多い (第 1表参照).

農家の投資活動を資金源からみた場合,自己資金以
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外の借入資金の借入先はほとんど農業協同組合を始め

とする系統金融機関や農林漁業金融公庫などであり,

市中銀行からの借入割合は小さい (斉藤,1971). こ

のため一般金融面からの影響は企業と比べて小さく,

利子率の変動から受ける影響は小さい.投資関数の計

測の際に,利子率に関するパラメーターが統計学的に

有意に成立しないのもこのためである.

以上のような観点より,投資関数は一般的に次のよ

うに表わされる.

I-I(Y,r,K) (2.2)

ただし,∫:農業固定資本投資額,y:農業所得また

は農家所得,r:利子率,K:農業固定資本ス トック.

γの所得に関しては(2.1)式の ｢分布ラグモデル｣

を仮定して過去の所得系列を用いることもできる.刺

子率は,一般市中銀行の平均貸出金利 を用いるより

ち,農協の平均貸出金利を説明変数とするほうが,理

論的である.資本ス トックは,今期生産期間の期首資

本ストックであり時間次元としては前期である.

投資関数は,上記の変数とその代理変数1)を用いる

ことにより計測できる.一般に利子率は短期的に効果

を及ぼし,資本ストックは長期的に投資に効果を及ぼ

すとされる.上式においては,

-aaL >o ･惹 くO,意 <o (213)

であり,推計されるべきパラメーターの値は,この符

号条件を満足していなければならない.農業生産額や

農業所得の増加または農産物価格の上昇は農業投資を

誘発するであろうし,借入れ資金の利子率の上昇は投

資の制限条件となるからである.資本ス トックの係数

がマイナスの値をとるのは,固定資本 (農業機械や農

用建物など)ス トノクの増加は新たな固定資本投資に

対して制限条件となると考えられるからである.現在
の固定資本ス トックの新たな限界的 1単位の付加は,

資本ストックの成長によってますますわずかの追加的

投資しか必要としなくなるであろう.農業固定資本投

資関数の過去の研究の中には,これらの符号条件を満

足しない推計式が多くみられる.

農業における固定資本投資関数の計測には,農業特

有の困難さがある.それは生産主体として農家をとら
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えるとき,消費主体としての家計を分離して計量モデ

ルを組み立てることの困難さである.固定資本に対す

る意志決定を農家が行なうとき,農業生産から得られ

る農業所得のみを考慮して投資決定を行なうのではな

く,兼業収入を含めた農家全体の所得を考慮して投資

決定がなされるとするのも大きな理由があるからであ

る.大部分の農家が兼業農家である日本農業の現状か

らみて,考慮すべき理由であろう.

2. 理論モデルの設定

資本主義的な企業の生産活動の目的は,利潤の追求

であり,したがって投資目槙もこれに従ったものであ

る.一方,農家経済における農業生産は,ほとんど家

族的な農業経営によって営なまれている.家族労働力

を資源とした労働利用経済であり,したがってその生

産活動も労働所得形成 を 目標として営まれる (級,

1971;亀谷,1975).農家が自己の経営を維持し発展さ

せてゆくためには,農業資本とくに農業固定資本の蓄

積が必要とされる.資本の蓄積によって,家族労働力

の活動する範囲を拡大でき,またその効率も高めるこ

とができる.価格条件を別にすれば,農業固定資本投

資は生産技術水準の向上に貢献し,利用可能な資本量

の蓄積となって,家族労働力の雇用容力と効率を高め

る (亀谷,1977). その結果,農業所得の向上となっ

て結実し,固定資本投資を促進させるインセンティブ

な要因を再形成することになる.

本稿の農業固定資本投資の計量モデルでは,固定資

本投資を説明する核変数 (core･variable)2) として農

業所得を用いる.その理論的根拠は上記したとおりで

ある.しかしながら,農業固定資本投資のかなりの部

分を,制度金融やその他の借入金に依存していること

を考え合わせれば問題が残るであろう.固定資本に対

する投資決定の際,農業所得も借入資金も共に戦略変

数である.しかしまた,農家が投資に際して資金の借

入を決定する場合,農業所得水準が借入決定の重要な

要因ともなろう.したがって本稿では,投資を決定す

る農家の経済的動機を農業所得に求め3),借入資金 を

捨象したモデルを設定した4).

日本農業の農業固定資本に対する投資行動を計量モ

デル化するために,以下の3つの関数を基本的なフレ

1) たとえば,所得の代わりに所得水準をよく反映している貯蓄額とか生産額などを変数として採用する.
2) 核変数 (Core-Variable)の詳しい説明は佐和 (1974)をみよ.
3) 農業所得が他の経済変数 (例えば農家所得や農業生産額など)と比較して有意な説明変数であることの

分析は,小林 ･土屋 (1980)の研究を参照.
4) この理由の一つとして,投資関数の推計の際に農糞所得と借入資金の間に多重共線関係 (multicolline-
arity)があったことも付記しておく.
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-ムワークとして定式化を試みる.

Q-fl(I,_1,A) (2.4)

Y-f2(Q) (2.5)

I-f3(Y,G,A) (2.6)

ただし,Q:農業総生産額,Y:農業所得額,A:農

業就業人口,∫:農業固定資本投資額,G:政府農業投

資執

実際に方程式を推計する際は,投資額や農業生産額

などは適当なデフレーターを用いて実質化しなければ

ならない.

各方程式の説明を行なう.

(2.4)式は生産関数である.理論的にはフロー量で

ある投資額の代わりに,ス トック量である固定資本額

を用いる方が正しいと思われる.しかしながら,かり

に投資額を用いても十分に資本蓄積額を代理する変数

になりうると思われる.それにモデル全体としての構

成から,資本蓄積額を説明変数に用いると,年度内減

価償却費や資産評価損益などもモデル内に組み込まね

ばならず,そのためモデルが複雑になる.またそのた

めに蓄積モデルとなるため,予測誤差の累積を生じさ

せることにもなるので,投資額を用いて生産関数を定

式化した.

(2.5)式は,いわば所得率を表わす技術方程式であ

る.

(2.6)式は,農業固定資本投資関数である.農業所

得と政府農業投資額 (大部分は土地改良投資)それに

農業就業人口を用いて定式化した.

モデルでは農業所得と固定資本投資との時間次元は

同時点である. これは,今年度の農業所得額が最も農

業固定資本投資に影響を及ぼすと考えられるためであ

る.前年度以前の農業所得額の投資決定効果は,徐々

に小さくなると仮定している.

モデルは,生産関数の中の投資軌こ1年のタイム･

ラグを持たせ,モデル全体の変数に因果系列を与えた.

つまり,前期の総投資水準- 今期の生産能力 (生産

顔)-今期の農業所得-今期の期待状態-今期の投資

水準という系列である.このモデルは,ケインズのい

う ｢移動的均衡｣(塩野谷訳,1941)の一変種のモデ

ル化である.

ここで (2.6)式を各投資財別にディスアグリゲ-

ション (disaggregation)を行 な う.土地 (土地改

良),農用建物,農業機械,植物,動物の各部門にそ

れぞれの実態に応じた説明変数を用いて定式化するた

めである (OECD,1970a,b).

第 1図.農業固定資本投資モデルのフロー･チャ

ート 実線の矢印は同期の依存関係を,破線の矢

印は1年のタイム･ラグを持った依存関係を示す.

二重枠は外生変数である.

実際に推計するモデルのフローチャートを第 1図に

示す.

各投資部門についてその内容を明確にしておく.

(1)土地投資

ここでいう土地投資は土地改良投資が主であり,他

に開墾 ･開拓 ･災害復旧などが含まれ,農地の購入は

含まれていない.土地投資の負担別内訳は,農家自身

の事業と政府 ･地方自治体の行なう公共事業とに分け

られる.公共事業はさらに補助事業と非補助事業とに

分けられる.実際の農家負担分は,農家自身の事業と

補助事業の内の事業補助残の受益者 (農民)負担にな

る部分,それに非補助事業の農民自己負担部分とから

なっている.土地投資は投資支出別には,農民 ･農林

漁業金融公庫 などの融資 ･政府補助金の 3つに分け

られる.金融機関などからの融資は,最終的には農家

負担となるため,土地投資は政府と民間の2部門に大

きく分けることができよう. そうすると土地投資の

ほとんど (昭和53年度は79.7%)は政府投資が占め

る.土地投資は農家単独事業としては農家に負担が大

きい.防災事業などを考慮すれば,土地改良投資は公

共投資としての性格が強い.

農家の土地改良投資関数の説明変数として,農家自

身の経済的動機から農業所得を,農家経済外から農家

の土地投資を促進するものとして政府土地投資を用い

て投資関数を推定する.

(2)農用建物投資

農用建物投資は住家の農用部分, それ に倉庫 ･畜

舎 ･温室などの建築物,果樹棚などの構築物の改築 ･

新築である.農業の選択的拡大に伴って,果実や畜産

物 ･施設作物などへの投資が増大した.そしてこれに

対応して畜舎や温室 ･倉庫などへの投資が活発になつ
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た.一般に,畜産や果樹生産において建築物や構築物

が生産に寄与する部分は大きい.

こうした生産構造を反映させて,農用建物投資を説

明する変数として,農家自身の経済的動機から農業所

得を,果樹生産と畜産の生産活動を反映させて植物投

資額と動物投資額とを用いて投資関数を推計する.

(3)農機具投資

農機具投資は,EEl植機 ･トラクター･コンバイン･

自動車 (農業用)などの大農具への投資である.日本

農業の機械化に関する土屋 (1970,1974)の研究は,

土地改良事業の進展や農業就業人口の減少それに農機

具価格の低下などに機械化投資の経済的要因を求めて

いる.耕掠機や田植機の投資の一巡から,大型 トラク

ターへの投資増加など,農機具投資の内容は各農機具

の普及台数を反映して,その構成に大きな変化がみら

れる.

政府土地改良投資が農機具投資に与える効果は,小

林 ･上屋 (1980)に計測したとおりかなりの効果があ

る.

農機具投資関数の説明変数として上記の経済的要因

から農業就業人口を,農家の経済的動機から農業所得

の2変数を用いて投資関数を推計する.

(4)植物投資

植物投資は,減価償却を要する永年性植物に対する

投資で,主に果樹類や桑の新櫨と樹木の成長である.

選択的拡大によって30年代後半から40年代前半にか

けて植物投資は大幅な増加をみせたが,昭和44年をピ

ークにみかんの過剰生産などにより投資額の伸びは減

少しつづけている.果実の種類によっては投資額の伸

びがみられるが,みかんやりんごに対する更新や廃園

などによって投資額全体 は大きく減少しつづけてい

る.

植物投資関数の説明変数として,農家の経済的動機

から農業所得を,植物投資の動向を反映させて前年度

の投資額で投資関数を推定する.

(5)動物投資

動物投資は,家畜 (肉用牛,乳用牛,豚,鶏など)

の飼養頭数の増加とその増価である.畜産物への需要

増加を反映して,その投資増加傾向は続いている.こ

の動物投資は,農家のと宙に対する意志決定と大きな

関係をもっている.

植物投資と動物投資は共にその成長額を投資として

評価されている.それに投資対象が共に生産物として

所得を形成するという点で,土地や建物などに対する

投資とは性質は大きく異なる.しかし,本稿では他部
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門と同型の投資関数を仮定して計測する.

動物投資関数の説明変数として,農家の経済的な動

機から農業所得を,動物投資の動向を反映させて前年

度の投資額との2変数で投資関数を推計する.

以上のように,(2.6)式の投資関数を土地 ･農用建

物 ･農機具 ･植物 ･動物の5部門にディスアグリゲ-

ションを行ない, それぞれの投資関数の計測を行な

う.

モデル全体は,上記の5本の投資関数,それと (2.

4)式の生産関数,(2.5)式の所得率を決定する技術

方程式との合計7本の方程式とから成っている.それ

と,5つの投資部門を統合する定義式,農業所得と農

業生産額を名目値から実質値へ変換する2本の定義式

とから方程式全体の体系が成立している.

このモデルの投資関数は,投資から得られる期待収

益を同時点の農業所得で表わしている点で静態モデル

としての性格を持っている.時間を本質的なものとし

て導入していないモデルである.投資の意志決定の際

に,時間をどのように明示的に取り込んだモデルを組

み立てるかは大きな問題である.

本稿で計測するモデルの枠組は以上のようなもので

ある.次に,これまでの農業固定資本投資関数の計測

結果について,展望を行なう.それによって,本稿の

モデルのような農家の固定資本投資に対する経済的動

機を最も反映する変数である農業所得のみでも,より

良い投資関数を推計できることを示す.

3. 農業固定資本投資関数の計測に関す る展

望

今日までに発表されてきた本稿に関連する諸研究の

うち,主なものとして次の4論文をあげることができ

る. (1) F農業生産消費モデルJl(農林大臣官房調査

課,1969a)とその付属資料としての 『農業生産消費

モデルによるシミュレーション予測結果J (農林大臣

官房調査課,1969b). (2)｢農業マクロ･モデル｣

(農林水産省,1979).(3)F農業資金需要の計測に関

する研究』(農林信用保険協会,1970).(4) ｢食糧 ･

農業モデルの統合｣(唯是,1979).

r農業生産消費モデルJは,固定資本投資関数の計

測のみならず本格的な農業マクロ･モデルとしての噂

矢である.この研究の成果は,以後農林水産省のマク

ロ･モデルの計測に受けつがれ,｢農業マクロ･モデ

ル｣としてその成果があらわれている. r農業資金需

要の計測に関する研究Jは,農業における資金需要を

生産面から把握し,固定資本投資に対する資金需要の
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農 業 生 産 消 費 モ デ ル

土地資本ス トック･豊 諾 具 讐 是

第 1表. 農業固定資本

農 業 マ ク ロ ･モ デ ル

笥 法 学莞 讐 禦 ,政- 地投資

建 物 投 資 l違憲話 芸讐讐 讐 ･建物資本ストック

名旦生産農業所得+前年変名日生産農業産室
建 物 投 資 デ フ レー タ ー

前年度建物投資

農機具投資

塾堅塵労働投入時間 _堅塁 豊 里 垂r壁遡 _

前年度耕地面積 '農機具投資デフレーター,
農機具資本ス トック

農諾 警 讐 二･農業就業人口

植 物 投 資 l前年度果実粗生産額,植物資本ス トック

動 物 投 資

耕種農産物価格 (耕種農業
生産額+匪種賢材捜△萄L

植物投資デフレーター

前題 §漂 監 禁 賢 二,前年度畜産物粗

生産額

観測期間l昭和30年度～41年度
推 定 法 l単純最小二乗法

前年度植物投資

畜産物生産額一畜産資材投入額,前年度動物投資

L聖竺聖讐
l単純最小二乗法

主な研究者は語 志;要呂敏g,,梶 絃 志鷺圭象 他 l農 林 水 産 省

発 表 羊旦 庚 林大臣官房舶 課

発 表 年 月 l昭和44年 12月

農 林 水 産 省

昭和 54年 6月

予測を目的としたものである.そのために,投資需要

について資金源から分割して,民間 ･農家 ･制度資

金 ･政府のそれぞれに対して投資資金需要関数を計測

しているのがこの研究の特徴である.この研究に参加

した唯是氏の ｢食糧 ･農業モデルの統合｣は,唯是氏

が継続的に研究してきた農業経済計量モデルを生産部

門において固定資本投資ブロックに結合させた研究で

ある.

以上4つの諸研究で推計された農業固定資本投資関

数の説明変数は,算 1表にまとめてある. マクロ･モ

デルの一部門として農業固定資本投資関数が推計され

ている場合は,農業固定資本に対する投資関数だけを

マクロ･モデルから抜き出した.なお,r農業資金需

要の計測に関する研究』については,きわめて多くの

推計式が計測されているが,第 1表にまとめてある変

数は,著者らが最も良好な推計式として予測に適用し

た推計式の説明変数である.以上の諸研究の特徴と問

題点とを,本稿の計量モデルとの関連を含めて論じて

ゆく.

計量経済モデルの作成にあたっては,作成者の持つ

経済理論や現実経済に対する認識がモデルの性質に大

きく影響する,また,その時期のかかえている経済情

勢も,モデルの作成過程で影響を及ぼしてくる.

『農業生産消費モデル｣は,このモデルが作成され

た当時顕著になった農業就業者の非農業-の流出問題

によって特徴づけられている.非農業賃金指数を説明

変数として,土地改良投資関数や農機具投資関数を推

計していることや,肥料やその他の資材投資関数にも

明示的にこの変数を採用していることにもこのことが

うかがわれる.しかしながら,このモデルにおける投

資関数の変数選択については,物量的な側面が強調さ

れすぎたように思われる.農家の固定資本投資に関す

る意志決定の観点から,農家経済の側面を十分に考慮

に入れた変数選択がなされていない.また,建物投資

と植物投資の両投資関数において,資本ストックに対

するパラメーターが前述した理論的な符号条件を満足
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投資関数の研究展望.

農業資金需要の計測に関する研究

前年度耕種作物生産額,前年度実質土地投資

_ 農 家 所 得 _ __政肘建物投竪琴
建物投資デフレーター'建物投資デフレーター

前年度耕種作物生産額,前年度実質農機具投資

品 提 誓 要具 ･- 度実質植物投資

品 法 誓 禁 ･前年度実質動物鵬

昭和31年度～42年度

単純最小二乗法

朝倉孝吉,唯是康彦,島野卓繭,篠原三代平

農業信用保険協会

昭和45年 3月

していないこと,さらに動物投賢関数の決定係数が低

くすぎ,良好な推計式となっていない(R2-0.29)(農

林大臣官房調査課,1969a,IO責)ことも問題として

残っている.

｢農業マクロ･モデル｣については,本稿でも参考

にした箇所が多い.このモデルは,モデル全体を消費

ブロックと生産ブロックに二分し,24本 の方程式と

22本の定義式とから成っている. このモデルでは,

被説明変数である各固定資本投資額が名目値のままで

あり,実質化されていないことが問題点である.しか

し,本稿での 同じ説明変数に対するパラメーター値

は,近似した値をとっている.本稿のモデルでもこの

｢農業マクロ･モデル｣でも,資本ス トックを説明変

数として用いていないので,投資方程式部門で誤差が

累積しないという利点がある.このモデルでは,植物

投資関数の説明変数として耕種作物に関する変数が取

り入れられていることが,変数選択の点からみて問題

である.なお,このモデルは方程式体系の推計だけし

食 糧 ･農 業 モ デ ル の 統 合

I _農 産 物 価 格 ｣旨 数 ー
土地投資デフレーター×全国銀行貸出平均金利'

GNP,前年度実質土地柴本ス トック

延慧 蒜 蒜 窟 二･GNP･前年度実質建物投資･

前年度実質建物資本ス トック,ダ ミー変数

農機具投資デフレーター 実質農業産出額
1嚢窟 物 価 格 宿 薮｢ ~蔑葉蘇葉大石~

前年度実

質農機具資本ス トック,前年度実質農機具投資

果 実 農 場 価 格 指 数
植物投資デフL,A二9-rxTTf画面宥貸出平均金利'

実質果

実生産額,前年度実質植物資本ス トック,ダ ミー変数

畜産産出額一飼料投入額
動物投資テテ古こす二~

前年度実質動物資本ス トッ

ク,前年度実質動物投資,ダ ミー変数

昭和31年度～50年度

単純最小二乗法

唯是 康 彦

唯是 康 彦

昭和54年4月

かなされておらず,モデルの現実追跡能力の検定はな

されていない.

『農業資金需要の計測に関する研究｣ の研究目的

は,固定資本投資から生 じる資金需要の予測である.

そのために各投資財部門を,民間 (政府以外)･農家･

政府など投資主体別 ･資金源別に分割し,多数の固定

資本投賀関数が計測されている.予測に重点がおかれ

ているため,モデルの説明変数に一年のタイム･ラグ

を持たせ,次年度の投資需要予測を今年度に行なえる

点が特徴である.

固定資本投資関数の定式化の際,説明変数に期待

収益という概念で経済変数を置くが, どのような経

済変数を置くかは投資の対象が何であるかによって大

きく異なる.この研究でも,農業生産額 (新種作物生

産額,米生産額,果実生産額,畜産物生産額)や農家

所得,農業所得,貯蓄額などを用いて推計を試みてい

る.農業固定資本投資における利子率の効果について

は,この研究でも本稿での分析でも十分に計測されな
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かった.農民の企業者的な性格の欠如を指摘でさよう

が,投資関数の推計の醸,利子率として全国銀行貸出

約定金利を用いたことは適当な変数選択ではなかった

ろう.適当な利子率を用いて再推計を行なうことが問

題として残っている.また,農家の階層別によっても

利子率に対する反応が異なるという点も考慮されるべ

きであったろう.

この研究におけるモデル作成のための観測期間が,

昭和31-42年であることや, その後今日までに農業

が大きな構造変化を経てきたことなどから,この研究

で用いられた農家所得や貯蓄額などは説明変数として

の意味は薄れてきていよう.

昭和30年以降の農業構造の変化をモデル化してい

るのは, 唯是氏の ｢食糧 ･農業モデルの統合｣で あ

る.農業基本法発足から,昭和41年の不況,44年 ･

45年の米の減反,42年 ･43年の乳用おす牛肥育開始な

どを反映したダミー変数を採用して構造方程式が計測

されている.第 1表にみられるとおり,このモデルは

価格変数を明示的に良好に取り込んだモデルである.

そのため,農家の私経済的な意志決定過程がモデルの

背後にかくれてしまったきらいがある.このモデルは

資本ス トックを組み込んだ蓄積モデルである.そのた

め,推計誤差の累積が問題となるが,ファイナル･テ

ス トの結果からみるかぎりきわめて良好な結果をみせ

ている (唯是,1979,160-162頁).モデル自体の推計

結果は,きわめて精度の高いものである.また第 1表

からみられるとおり,このモデルは日本経済全体の動

向を反映させた変数 (例えば GNPや全国銀行貸出

金利など)をよく組み込んだモデルとなっている.

この他に主要な研究として市川幸三氏の諸研究も参

考としてあげることができよう.市川 (1964)は,農

業固定資本投資関数を地域別に計測している.観測の

ためのデータは,昭和25-35年までである. また市

川 (1965)も同様の計測を行なっている.この研究の

観&IJ期間は,昭和31-37年までである.推計結果を

みると,両方の研究とも総固定資本投資の農業所得に

対する弾力性は高い値を示している (2.0-3.0)(市

川,1965,58頁).しかし,農機具投資に対する所得

弾力性は 0.25と低い値を示しており (市川,1964,

123貢),観測期間の相違からみて本稿のⅢ章の推計結

果と興味深い対席を示している.

これまでに述べてきた諸研究について共通にみられ

る問題点の一つは,推定法に関するものである. r農
業資金需要の計測に関する研究｣を除けば,すべて連

立体系でモデル･ビルディングが行なわれている.推

定法の選択には,さまざまな観点からの検討が必要と

されるが,連立方程式モデル推定に単純最小二乗法を

使用することに問題があることは明らかであろう (蘇

口,1974;竹内ら訳,1975).

問題点の第二は,私的経済としての農家経済にとっ

ての投資決定のメカニズムが不明確なことである.投

資決定に際して影響を及ぼす要因は多数考えられる.

投資関数を定式化する場合,そのような要因の中から

最も投資決定に際して ｢直接的｣に働く要因を選択し

なければならない.農業生産額や農産物価格などは,

この意味で間接的な要因であろう.農業生産活動の動

向は,農業所得に集約的に表現され,本稿での投資決

定を定式化する際に最も直接的な要因を形成すると考

えられる農業所得を主要な説明変数として投資関数の

定式化を行なう.複雑なメカニズムを通して定式化を

行なうより,より単純化した直接的な要因のみで定式

化した方が真実に近い計量経済モデルと言えよう.

本稿では,農業所得を核変数として定式化を行な

い,それに各投資部門でより直接的に投資動機として

作用すると思われる説明変数を用いて定式化を行な

う.推計法は,連立方程式モデルの推計法として最も

一般的である2段階最小二乗法を用いる.

Ⅲ.計 測 結 果

1. 計測資料

計測のために使用したデータは,附表 1から3まで

に示してある.

マクロ投資関数の分析であるため,資料の大部分は

農林統計協会 F農業及び農家の社会勘定｣の各年度版

を用いた.

本稿でいう農業所得は,農家家計勘定の個人業主所

得のうちの農業業主所得である.これは,家族や雇用

者の労働によって農業経営で得た現金,現物所得であ

り,農企業利潤と資本利子 (農業資産から生じる)な

どを含む混合所得である.農業生産額は,農業生産勘

定の総農業産出額 (農業産出額計)であり,農業生産

物を農家庭先価格で評価したものの内で農産物の販売

と農家の自家消費,それと動植物の成長と未処分農産

物の在庫が含まれている.

農業固定資本投資は,農業固定資産形成の農産物の

在庫を除いた値であり,農業関連投資は含まれない.

農業固定資産形成は,緒言でも述べたように農業生産

活動にかかわる既存の農業固定資本に新たに付加され

る財貨サービスの価値総額である.
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各投資部門の推計方法については,r農業及び農家

の社会勘定』の解説を参府されたい.各投資額は資本

形成 (使途)側のみから推計された値であって,農家

の資金勘定との対応がなく勘定形成に欠けるため数値

の厳密性は劣る.

その他のデータについて,農産物総合価格指数は,

農林水産省統計情報部 『農村物価賃金統計JIの各年度

版を,また農業就業人口は,総理府 F'労働力調査Jの

各年度版を用いた.

2. 計測結果

モデルの推計結果は以 卜のとおりである.

構造方程式

推計法:2段階虚小二乗法

観測期間:昭和36-51年

両対数式

LL旦=_1.6186+0.6513*ri
dl (1.8888)Pa

(1g:昌岩望去,***恵 (3･1)

R12=0.8869 S=0.0337 D-W=1.5788

互 =_5.3290+0.6882旦
db (o.8200)Pa

-I(?:票喜7,% ･(去:器 ,**忠 (3･2)

R2こ0.8639 S=0.0584 D_W-I.7577

jElI_0.1029+1.6689*･*旦
dm (4.5783) Pa

-1.3466***｣ (3.3)
(16.1846)

R2=0.9502 S=0.0368 D-W=1.4951

_与_≡_1.9876+0.5996塑 _
dp (0.8303)Pa

･(2:諾 ,**忠 (3･4)

Rq=0.7944 S=0.0512 D-W=0.6729

_IL ≡ _1.7355+0.5206**j吐
da (3.0094) Pa

(12:三言i!,**宴 ll '3･5)

R-2=0.9424 S=0.0168 D-W=1.1541

_Q→三3.5928+0.2796**.Itll
Pa (4.6060)

+0.0413A
(0.5026) (3.6)

21

RZ=0.8607 S=0.0155D-W=1.4142

YA-0.4947+0.83828''Q (3.7)
(42.7164)

R2=0.9920 S=0.0151D-W=1.2583

IIbin-･LdLP 意 +嘉

･音 .意 (318)

塑--yA÷paPa

Q--pea-×pa

記号説明

(1)内生変数

ILH:農家土地投資,JB :農用建物投資,JN:農機

具投資,Ip:植物投資,Î:動物投資,I:総投資,

Q:農業総生産額,YA:農業所得.

(2)外生変数

ILG:政府土地投資, A:農業就業人口,pa:農産

物総合価格指数.

R2:自由度修正済み決定係数,S:棲準誤差,D-W:

ダービン･ワトソン換定量.

( )内は ト値,*は10%水準で有意,**は5%

水準で有意,***は1%水準で有意.

モデルの推計結果は,ほぼ満足すべき値を示してい

よう.ト値の低いパラメーターが若干あるが,パラメ

ーターの値そのものは常識的な値である,決定係数,

槙準誤差とも良好な値を示している.誤差項の系列相

関を判定するダービン･ワトソン検定量についても,

経済モデルには不確定要因があまりにも多いことを考

えると,その値は満足すべきものといえよう.ダービ

ン･ワトソン検定量の5%有意点を示せば,標本 16,

定数項を含めた説明変数個数 3で下限0.98上限1.54,

説明変数個数 4で下限0.86上限1.73である.モデル

のダービン･ワトソン検定量と大きなかい離ほない.

この方程式体系は,両対数型で推計した.したがっ

て,各パラメーターの値は投資に対する弾力性を示

す.各農業固定資本投資の所得弾力性は,農機具投資

の1.67から動物投資の0.52まで投資財により大きな

差がある.植物投資と動物投資の所得弾力性が小さい

のは,植物投資の大部分が果樹に対する投資であり,

果実価格の影響を最も強く受けること,動物投資の場

合は,投資動機として畜産物価格と飼料価格の動向が

より強く影響するためと考えられる.
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農用建物投資関数において,植物投資額と動物投資

額に対するパラメーターはいずれも有意な値を示して

いる.果樹 ･畜産といういずれも施設依存型農業の生

産動向が,建物投資の動向に大きな影響を及ぼしてい

ることがわかる.農機具投資関数の推計結果から,農

家の農機具導入が労働力の減少に対応して労働と代替

的になされたことを示している.

Ⅳ.投 資 予 測

1. シ ミュレーシ ョソ ･テス ト5)

日本農業の固定資本投資の今後の動向を予測するの

が,本稿の計量経済モデル分析の一つの重要な目的で

ある.このような予測を事前予測 (exantepredic-

tion)といい,本来の ｢予測｣(forecasting)のこと

である.

しかしながら,その前に推計したモデルの予測能力

杏,あらかじめ評価しておくことが必要である.モデ

ルの予測能力を評価する実験のことを,事後予測 (ex

postprediction)またはシミュレーションとい う.

これは観測標本期間内での,いわば ｢後向きの予測｣

(backcasting)を行なうことである (佐和訳,1973).

上記のような実験を行なうためには,推計した構造

型モデルを誘導型モデルに変換しなければならない.

第 2表は,その誘導型の係数を示したものである.読

導型は構造型の連立方程式の一義的な解であり,外生

変数や先決内生変数の変化が,各内生変数に及ぼす効

果を表わしている.

本稿の計量モデルが,過去の実績値 (観測値系列)

に対してどの程度の追跡能力 (simulatability)を持

っているか,誘導型を用いて静学的シミュレーション･

テス トと動学的シ ミュ レー ション･テス トによって

評価を行なう.静学的シミュレーションはトータル ･

テス トともいわれ,すべての先決変数に実績値を代入

第 2表. 構造方程式の誘導型行列.

k L lptll

daI_I dpt_I

0.6650 0.0000 0.0000

-2.7343 1.2910 0.2082

5.7482 0.0000 0.0000

0.1145 0.0000 0.7340

0.7741 0.0000

2.0651 0.9441

3.5928 0.0000 0.0000

3.5928 0.0000 0.0000

3.5061 0.0000 0.0000

3.5061 0.0000 0.0000

･L-1 A i pa

0.1526 0.0226 0.5201 -0.1054

0.4044 0.0598 0.0000 -0.2793

0.3910 -1.2888 0.0000 -0.2701

0.1405 0.0208 0.0000 -0.0970

0.1220 0.0180 0.0000 -0.0842

1.2105 -1.1675 1.5201 -0.8361

0.2796 0.0413 0.0000 1.0000

0.2796 0.0413 0.0000 0.0000

0.2343 0.0347 0.0000 0.8382

0.2343 0.0347 0.0000 -0.1618

証) 3･1式から3･10式までの構造方程式を･外生変数(A･音 ･pa)と先決内生変数(怒 ,転 ,∫-1)
について解いたものである.

5) シミュレ-ション (Simulation)は, 本来模型による実験を意味する工学的概念である. シミ.1レ-

シ8ンには, 確率的 シミュレーション (StOChasticsimulation) と非確率的シミュレーション (non
stochasticsimulation) とがあるが, 一般に計量経済学においてシミュレ-ションというときには,非

確率的シミュレ-シ,ンのことを指している (栗林,1968;U.S.DepartmentofAgriculture,1973).
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してモデルの解を求める方法であり,単一期間予測を

くりかえす方法である.一方,動学的シミュレーショ

ンはファイナル ･テス トともいわれ,内生変数の初期

値に外生変数の観測値系列を与えて,観測期間内でモ

デルの解を求める方法であり,これは多期間にわたる

事後予測である.

シミュレーション･テス トの結果は,第 3表から第

5表に示した.それを図で示したものが,第 2図から

第7図である.結果からみるとおり,動学テス トの決

定係数 (R2)は,植物投資の0.32をのぞけば,0.9-

23

0.7といずれも高 く一応の精度の追跡能力を持ってい

るといえよう.なお,モデルは対数型であるから,義

と図には対数値から真数に変換した値を示した.

2. 乗数効果測定

つぎに乗数分析を行なって,推計したモデルの安定

性を評価してみる.

乗数分析は,外生変数の 1単位の変化が各内生変数

にどの程度の効果を及ぼすかを計測する方法である

(栗林,1968). 本稿では,政府土地改良投資 (JLG)

第3表.シミュレーション･テス ト結果.土地投資･建物投資. (単位:億円)

0.9219 1 0.9018 0.7994 1 0.6924

註) 実練は附表 1の名目投資額に附表2の投資デフレ-タ-を乗じて求めた僧である.静学,動学はそ

れぞれ静学シミュレーション値,動学シミュレーション個の略である (以下同じ).

第 4表･ シミュレーション･テス ト結果.農槻具投資 ･植物投資. (単位:億円)

R 0.8808 0.3175
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第 5表. シミュレーション･テス ト結見動物投資 ･総投資. (単位 :億円)

動 物 投 資 l 総 投 資

績 】静 学 】動 学 l実 績

第2図.モデルのシミュレーション･テス ト結果.

農家土地投資.実線:実績値.破線:静学テス ト,

一連鎖線 :動学テス ト. (以下同じ)

■■-⊥⊥-■lll･▲.･.■･･_.
40 45 50(年度)

第 4周.モデルのシミュレーション･テス ト結果.

農機具投資.
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第 3図.モデルのシミュレーション･テス ト結果.

農用建物投資.
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第 5国.モデルのシミュレーション･テス ト結果.

植物投資.
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40 45 50(年度)

表6図.モデルのシミュレーション･テスト結果.

動物投資.

が各投資部門に与える効果を計測する. これによっ

て,政府土地改良投資の長期的な効果を計測でき,予

測の廃にも有力な指榛を提供する.

乗数には,短期乗数(衝撃乗数)と長期乗数(動学乗

数)とがある.短期乗数は,外生変数(政府土地改良投

餐)の1単位の変化が, 1期間内で各内生変数(各投資

部門)に与える効果の大きさである.本稿のような線

型モデルでは,短期乗数は第2表の誘導型の係数とな

る.長期乗数は,モデルで2期以上の期間で時間的ラ

グを持って入ってくる効果も考慮したときの乗数であ

る.長期乗数は前節の動学的シミュレーションを行な

う擦,外生変数である政府土地改良投資に1%の増分

を与えてその効果を測定できる.

乗数の計測結果は第6表と第8図に示した,計測結

果から,政府土地改良投資 1%の増加に対する各投資

部門の受ける効果は以下のようになる.農家土地改良

投資0.60%,農用建物投資0.65%,農機具投資0.23

潔,植物投資0.29%,動物投資0.29%である.

計量モデル自身現実の経済構造を完全にモデル化で

きるわけではないので,乗数の値自体が妥当なもので

あるかは一義的に検証できるものではない.一般的に

いって,乗数の信頼性はモデル自体の理論的な整合性

と現実経済に対する追跡能力など から間接的にのみ判

断できるものである.本稿でも,乗数値を判断する

擦,その基裾になっているモデルを考慮に入れておか

なければならない.第 8図で示したように,本稿の乗

数計測値は一定の値に収束してゆくことから,本稿の

モデルは政府土地改良投資に関しては安定的な体系で

あるといえよう.

3. 投資予測

経済現象の統計的な推測と予測とは,計量経済学の

中で最も重要な位置を占める.経済構造モデルの設定

40 45 50(年度)

第7図.モデルのシミュレーション･テスト紀米.

総投資.
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._1__-i--'一LU 動物投資

40 45 50(年度)

第8図.政府土地改良投資 1%上昇に対する動学
乗数過程.

第6表.政 府土地改良投資(JLG) 1% 上昇

に対する動 学乗数過程.
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や改良の際,両方からの情報を総合して作業を進めて

ゆく必要があるからである.予測は構造モデルに含ま

れている仮説を検定したり,推計値を改善したりする

一つの有効な手段でもあるからである (Pindyckand

Rubinfeld,1976).

予測は,構造モデルの推計に用いた接木観測値系列

の外で,推計された関係式にもとづいての科学的な言
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第7表.投資予測に使用したデータ.

(単位:億円･万人)

∴-一二:--I昭和52年53545556
9548.10620.11576.12618.13754.

農業就業l農産物総合価格指数

83851
01123証) 政府土地改良投資は54年度以降推計値.鹿

央就楽人ロと農産物総合価格拒数は55年度以

降推計値.推計方法は,政府土地改良投資に

ついては昭和47年度から53年度まで,農巣就

濃人口と農産物総合価格指数については昭和

50年度から54年度までの平均上昇率をもとに

算出した.

明を行なうことであり,その意味で,標本の外での外

柿 (extraplation)(佐和訳,1973)である.

本稿での予測は,本章の 1節で行なった動学的シミ

ュレーションに昭和52年度以降の外生変数を与えて

計測する方法をとる.外生変数 (政府1二地改良投資,

農業就業人口と農産物総合価格指数)の推計方法は後

に述べる.

構造モデルの推計に用いたデータは,昭和51年度

までの 『農業及び農家の社会勘定』から主にとられた

ものである.これまでの 『農業及び農家の社会勘定』

は,経済企画庁 r国民所得統計』を中心にした国民経

済計算の体系に準じて作成されていたが,『国民所得

統計』が "新 SNA"に移行するに伴い,『農業及び農

家の社会勘定』も昭和53年度から新体系に移行した.

これに伴って,各項目の数値の推計方式も変更され昭

和51年度以前の数値との連続性がなくなった.した

がって,本稿の予測も投資水準の予測としては有効性

が薄れるが,投資動向を予測する点では有効性を残し

ている.

本稿のモデルでは,外生変数は政府土地改良投資

(JLC)と農業就業人口 (A) と農産物 総合価格指数

(P̂) の3変数である.農業就業人口と農産物総合価

格指数については, 昭和54年度分まで確報で知るこ

とはできる.政府土地改良投資については,昭和53

年度分が知られるだけである.

以上 3変数を昭和56年度分まで予測する.第一の

方法としてタイム･トレンドを用いて予測した.3変

数をタイム･トレンド (∫)の 2次曲線で最小二乗法

により推計し,予測した. しかしながら,昭和56年

度までの予測値を計測した結果,かなり過大に予測し

た値になったので,次いで,最近時点の平均増加率

(減少率)をとり昭和56年度まで計測した. その結

果を第7表に示す.政府土地改良投資のみが昭和47

年度～53年度までの平均増加率をとり, あとの 2変

数は昭和50年度～54年度まで の平均増加率 (減少

率)をもとに予測したものである.常識的な値が計測

されたので,予測にはこの値を用いることにする.

以上の方法で計測された外生変数を用いて,昭和56

年度までの投資予測を行なってみる.

予測結果は第8表に示した.結果からみると,農

家土地改良投資と農機具投資は順調な増加を示す反

面,農用建物,植物,動物への各投資は停柘か減少し

てゆくのが注目される.農家土地改良投資は,政府投

資の伸びを受けて3,000億円から3,500億円台へ大き

く伸びている.農用建物投資は,植物と動物投資の減

少 ･停滞からその投資額は5,000億円台を維持するに

とどまっている.農機具投資は, 1兆円にせまる増加

を示しており,農業機械に対する需要は旺盛であるこ

とを示している.植物投資,動物投資とも1,000億円

台を維持するにとどまっている.動物投資については,

予測値以上の伸びが期待されたが予測結果はグラフに

示したとおりであり,植物投資については逆に予測値

以下に減少した値が期待されたが予測結果の減少幅は

小さなものにとどまっている.原因は本稿のモデルの

説明変数が,一般的な変数(農業所得)を使ったため,

果樹や畜産経営の個別的な経済状況をよく反映させる

ことができなかったためと思われる.総投資は上昇率

が若干小さくなるが順調な増加傾向を示している.

第8表. 投資予測結果.
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Ⅴ.要 約

農業/生産活動の中で投入される耐久的な生産手段で

ある農業固定資本に対 して,農家はさまざまな経済的･

非経済的要因を考慮に入れ,農家自身の効用を最大化

するよう投資の意志決定を行なう.本稿においてはこ

のような投資決定構造をモデル化する際,農家の経済

的動機のみを考慮に入れ,農業生産活動から獲得され

る農業所得を主要な投資決定要因として計量経済モデ

ルを組み立てた.

モデル内の農業固定資本投資関数の推計の結果,磨

業固定資本投資の農業所得に対する弾力性は,農家土

地改良投資に対 しては 0.65,農用建物投資 0.67,農

機具投資 1.67,植物投資0.60,動物投資0.52と計測

され,個別投資ごとに大きなひらさがある.

計測 したモデルの安定性を検定するため乗数分析を

行なった.政府の投鄭 古動が農業生産活動にきわめて

大きな効果を及ぼすことから,政府土地改良投資の 1

%の増加が各投資郎門に与える効果を計測 した.農家

土地改良投資に対 しては0.60%,農業建物投資 0.65

%,農機具投資 0.23%,植物投資 0.29%,動物投資

0.29%,そして総投資に対 しては0.58%と計測され

た.東数値は以上の値に安定的に収束しており,本稿

のモデルが外部からの影響に対 して安定的な性質を持

っていることを示している.

本稿のような 計量経済モデルを用いる分析の 利点

は,予測を行なえることであろう.本稿では,推計 し

た構造型モデルから誘導型を導出しこれを用いて昭和

56年度までの投資予測を行なった. 予測結果 は, 負

家土地改良投資と農機具投資には増加傾向がみられる

ものの,農用建物投資,植物投資,動物投資とも投資

は停滞的である.総投資の動向は,伸び率に若干の鈍

化がみられるが着実な増加傾向を示した.

文 献

浜田文雄訳 1975 クー ･シュマレンシー:マクロ経

済モデル.マグロウヒル好学杜,東京

市川幸三 1964 現代農業金融論.東洋経済新報社,

東京

市川幸三 1965 農業投資 と財政金融. 農業総合研

究,19(1):49-62

亀谷 是 1975 農業投資の経済理論. 農林統計協

27

会,東京

亀谷 是 1977 農業投資の理論と戦略.富民協会,

東京

Klein,L.andA.Goldberger 1955 AnEcon0-

melnlcModeloftheUS.1929-1952.North-
Holland,Amsterdam

小林雅裕 ･土屋圭造 1980 農業固定資本投資の計壷

分析.農林漁業金融公庫編:農業投資の先行要因

に関する研究.農林漁業金融公庫,東京,ト40貢
栗林 世 1968 巨視的モデルによる経済予測.内田

ら編:近代経済学講座 計量分析編 2 予測と政

策.有斐閣,東京,75-114貢

森口親司 1974 計量経済学.岩波書店,束京

農林大臣官房調査課 1969a 農業生産消費モデル.

農林省,東京

農林大臣官房調査課 1969b 農業生産消費モデルに

よるシミュレーション予測結果.農林省,東京

農林信用保険協会 1970 農業資金需要の計測に関す

る研究.農林信用保険協会,東京

農林水産省 1979 農業マクロ･モデル 昭和54年度

農業観nEJ.農林水産省,東京,1331143頁

OECD 1970a CapL-fatand FinanceL'T7AgrL'cul-
(ureGeneralReport.Paris

OECD 1970b CapL'fala17dFl'naT7Ceif7Agn'culfure
CountryStudt'es.Paris

Pindyck,R.andD.Rubhfeld 1976 Ecot70meT-
rtcModelsandEco170mL'cForecast.McGraw-

Hill,NewYork

斉藤 仁 1971 農業金融の構造.東京大学出版会,

東京

佐和隆光訳 1973 クライン:経済予測の理論.筑摩

書房,東京

佐和隆光 1974 数量分析の基礎.筑摩書房,東京

塩野谷九十九訳 1941 ケインズ:雇用 ･利子および

貨幣の一般理論.東洋経済新報社,東京

竹内 啓 ･関谷 章 ･栗山規矩 ･美添泰人 ･舟岡史雄

訳 1975 ジョンス トン:計量経済学の方法.東

洋経済新報社.東京

Tinbergen,J. 1939 StalL'sficaLTesfingofBusl'1
17eSS-CycleTheories.LeagueofNations,Ge-
neva

土屋圭造 1970 農業経済学.東洋経済新報社,東京

土屋圭造 1974 日本農業経済論.日本評論社,東京

U.S.DepartmentorAgriculture 1973 A sim-
ulation modelorFarm sectorsocialac･

countswith projectionsto 1980.USDA.,
Tech.Buzz.,1486:1146

頼 平 1971 農家経済経営論.明文書房,東京

唯是康彦 1979 食程 ･農業モデルの統合.農業総合

研究,33(2):111-172



28 小林雅裕 ･土星圭造

Summary

Itisobviousthatcapitalinvestmentin agricultureplaysan importantrolein
thedevelopmentoragrlCulturalproduction.Thisstudyisintendedtopresenton
econometricanalysisofcapitalinvestmentinJapaneseagrlCulture.Themain ob-
jectiveofthisanalysisistoprovideaneffectivewayofforecasting capitalinvest-
mentinagrlCulture.Theeconometricmodelhasbeenbuiltupfrom asimultane-
ousequationsystem,and farm-incomeisconsideredasacore-variableinthemod-
eL Thetwo-stageleastsquaresmethodisalsoappliedfortheestimation oreach
equationimthemodel.

Thisstudydoesnotinvolveanyanalystsrelatln♀tOtheinvestmentbehavioror
themicro farm-household,butintendstoanalyzecapltalinvestmentbehaviorin

agrlCultureatthemacrolevel･
CapitalinvestmentinagrlCultureistakentoincludemal'nlyinvestmentinland

improvementwithregardtolandutilization foragrlCulturalproduction,aswellas

replacementand purchase of farm machhery,equlPmentand farm buildings.
Furthermore,italsoincludesnew plantingandgrowthorperennialcrops,andin･
creaseandappreciation oflivestock･

Theresultsorthisstudycanbesummarizedasfollows:Theresultsobtained

from thiseconometricmodelindicatesthattheinComeelasticityof capltalinvest-
mentinagrlCulturehasdifferentvalues:0.65in land improvement,0.69in farm
buildings,1.67in farm machinery,0.60inplantsand0.52inlivestockinvestment.
Theinvestmentorthegovernmenthascontributed effectively to theagrlCultural

productionandmultiplieranalystsisappliedinmeasurlngtheeffectofthegovern-
ment'sinvestmenton thefarm-household.A 1.0% increasein thegovernment's

l'nvestmentinlandimprovementbringsaboutanincreaseof0.60% inJandimprove-
ment,0.65% in farm buildings,0.22% in farm machinery,0.29% inplantsand
0.28% inlivestockinvestmentbythefarm-household. Thestabilityorthisecono･
metricmodelcanbetestedbytheuseormultiplieranalysis. Thevalueorthemulti-
plierconvergestowardsstabmty,demonstrating the stability ofthemodel. The

valueortheexogenousyariableisestimatedindependently,andbyuslng there･
ducedform,thevolumeofinvestmentisforecasted untilfiscal1981. Theresults

show thatthevolumeorinvestmentbythe farm-household in landimprovement
andfarm machinerylSincreasingSteadily,whilestagnation ordeclinecan beob-
seryedininvestmentinfarm buildings,plantsandlivestock.
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附表 1. 農業固 定 資本投資額.
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資料:農林統計協会 『農業および農家の社会勘定』各年度版.

附表 3.農業産出額,農業所得,農業就業人口と

(単位 :億円 ･万人)農産物総合価格指数.
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誰)価格指数は昭和50年度-100.0.

資料:農林統計協会 『前掲蕃』.
串は総理府 『労働力調査』各年度版.

**は農林水確省統計情報部 『農村物価賃金

統計』各年度版.

附表 2.農業固定資本投資デフレ-タ一･
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資料:農林統計協会 『l削EIJ讃爪


